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４

第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
許
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５

環
境
大
臣
は
、
特
定
行
為
で
当
該
特
定
行
為
に
伴
う
海
底
の
形
質
の
変
更
が
沖
合
海
底
特
別
地
区
に
お
け
る
自
然

環
境
の
保
全
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
少
な
い
こ
と
そ
の
他
の
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
に

つ
い
て
は
、
第
三
項
の
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

６

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
行
為
が
規
制
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
時
に
お
い
て
既
に
当
該
特
定
行
為
に
着
手
し
て

い
る
者
は
、
そ
の
規
制
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
間
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
引
き

続
き
当
該
特
定
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

前
項
に
規
定
す
る
者
が
同
項
の
期
間
内
に
当
該
特
定
行
為
に
つ
い
て
環
境
大
臣
に
届
け
出
た
と
き
は
、
第
三
項
の

許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

８

特
定
行
為
の
う
ち
、
沖
合
海
底
特
別
地
区
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で

環
境
省
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
三
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
沖
合
海
底
特
別
地
区
に
含
ま
れ
な
い
区
域
）

第
三
十
五
条
の
五

沖
合
海
底
自
然
環
境
保
全
地
域
の
区
域
の
う
ち
沖
合
海
底
特
別
地
区
に
含
ま
れ
な
い
区
域
内
に
お

い
て
特
定
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
環
境
大
臣
に
対
し
、環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

特
定
行
為
の
種
類
、
場
所
、
施
行
方
法
及
び
着
手
予
定
日
そ
の
他
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

環
境
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
沖
合
海
底
自
然
環
境
保
全
地
域
に
お
け
る

自
然
環
境
の
保
全
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
届
出
を
し
た
者
に
対
し
て
、
そ
の
届
出
が
あ
つ

た
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
以
内
に
限
り
、
当
該
自
然
環
境
の
保
全
の
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
届
出

に
係
る
特
定
行
為
を
禁
止
し
、
若
し
く
は
制
限
し
、
又
は
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
は
、
そ
の
届
出
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
を
経
過
し
た
後
で
な
け

れ
ば
、
当
該
届
出
に
係
る
特
定
行
為
に
着
手
し
て
は
な
ら
な
い
。

４

第
二
十
八
条
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
五
条
の
五
第
二
項
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
前
項
」
と

あ
る
の
は
「
第
三
十
五
条
の
五
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５

次
に
掲
げ
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
、
第
二
項
及
び
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定

は
、
適
用
し
な
い
。

一

特
定
行
為
の
う
ち
、
沖
合
海
底
自
然
環
境
保
全
地
域
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

な
い
も
の
で
環
境
省
令
で
定
め
る
も
の

二

沖
合
海
底
自
然
環
境
保
全
地
域
が
指
定
さ
れ
、
又
は
そ
の
区
域
が
拡
張
さ
れ
た
際
着
手
し
て
い
る
特
定
行
為

（
報
告
及
び
検
査
等
）

第
三
十
五
条
の
六

環
境
大
臣
は
、
沖
合
海
底
自
然
環
境
保
全
地
域
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全
の
た
め
に
必
要
な
限

度
に
お
い
て
、
船
舶
の
船
長
そ
の
他
の
特
定
行
為
に
関
係
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
、
特
定
行
為
の
実
施
状

況
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
船
舶
そ
の
他
の
必
要
な
場
所
に
立
ち
入
り
、

特
定
行
為
の
実
施
状
況
を
検
査
さ
せ
、
若
し
く
は
当
該
特
定
行
為
の
自
然
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
を
調
査
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。

２

第
二
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
又
は
立
入
調
査
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

第
三
節

雑
則

（
科
学
的
知
見
の
充
実
の
た
め
の
措
置
）

第
三
十
五
条
の
八

国
は
、
沖
合
の
区
域
の
生
物
の
多
様
性
の
確
保
そ
の
他
の
自
然
環
境
の
保
全
に
関
す
る
科
学
的
知

見
の
充
実
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
整
理
及
び
分
析
並
び
に
研
究
の
推
進
そ
の
他
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
関
係
行
政
機
関
等
の
協
力
）

第
三
十
五
条
の
九

環
境
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政

機
関
の
長
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
長
、
関
係
す
る
独
立
行
政
法
人
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律

第
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。）の
長
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、
沖
合
の
区
域

の
生
物
の
多
様
性
の
確
保
そ
の
他
の
自
然
環
境
の
保
全
に
関
し
、
資
料
又
は
情
報
の
提
供
、
意
見
の
開
陳
そ
の
他
必

要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
連
絡
及
び
協
力
）

第
三
十
五
条
の
十

環
境
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
当
た
つ
て
は
、
沖
合

海
底
自
然
環
境
保
全
地
域
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
相
互
に
緊
密
に
連
絡
し
、
及
び

協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
準
用
）

第
三
十
五
条
の
十
一

第
三
十
二
条
の
規
定
は
第
三
十
五
条
の
四
第
三
項
又
は
第
三
十
五
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
環
境
大
臣
の
処
分
に
つ
い
て
、
第
三
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
三
十
四
条
の
規
定
は
第
三
十
五
条

の
四
第
三
項
の
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
許
可
に
条
件
を
付
さ
れ
た
た
め
、
又
は
第
三
十
五
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
た
た
め
損
失

を
受
け
た
者
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
四
条
第
一
項
中「
前
条
第
三
項（
同

条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
あ
る
の
は
、「
第
三
十
五
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第

三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
配
慮
）

第
三
十
五
条
の
十
二

沖
合
海
底
自
然
環
境
保
全
地
域
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
当
た
つ
て
は
、
当
該
地
域
に
お
い
て

行
わ
れ
る
漁
業
そ
の
他
の
生
業
の
安
定
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
三
条
第
一
項
中
「
、
自
然
環
境
保
全
地
域
」
の
下
に
「
、
沖
合
海
底
自
然
環
境
保
全
地
域
」
を
加
え
、「
若
し

く
は
海
域
特
別
地
区
」
を
「
、
海
域
特
別
地
区
若
し
く
は
沖
合
海
底
特
別
地
区
」
に
、「
若
し
く
は
自
然
環
境
保
全
地
域

に
関
す
る
保
全
計
画
」
を
「
、
自
然
環
境
保
全
地
域
に
関
す
る
保
全
計
画
若
し
く
は
沖
合
海
底
自
然
環
境
保
全
地
域
に

関
す
る
保
全
計
画
」
に
、「
若
し
く
は
第
二
十
七
条
第
五
項
」
を
「
、
第
二
十
七
条
第
五
項
若
し
く
は
第
三
十
五
条
の
四

第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
三
条
第
二
号
中
「
第
三
十
条
」
の
下
に
「
又
は
第
三
十
五
条
の
七
」
を
、「
違
反
し
た
者
」
の
下
に「（
次
条
に

規
定
す
る
者
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
五
十
三
条
の
二

外
国
船
舶
（
船
舶
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
四
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
日
本
船
舶
以
外

の
船
舶
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
お
い
て
第
三
十
条
又
は
第
三
十
五
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
八
条
第
一
項

又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
（
第
三
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
海
域
に
お
け
る
行
為
に
対

す
る
も
の
に
限
る
。）に
違
反
し
た
者
は
、
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

（
準
用
）

第
三
十
五
条
の
七

第
十
八
条
の
規
定
は
沖
合
海
底
自
然
環
境
保
全
地
域
の
区
域
内
に
お
け
る
特
定
行
為
に
対
す
る
命

令
に
つ
い
て
、
第
二
十
一
条
の
規
定
は
当
該
区
域
内
に
お
い
て
国
の
機
関
又
は
地
方
公
共
団
体
が
行
う
特
定
行
為
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
八
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
、

又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
に
付
さ
れ
た
条
件
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
五
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
違

反
し
、
若
し
く
は
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
に
付
さ
れ
た
条
件
に
違
反
し

た
者
、
第
三
十
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
第
三
十
五
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
行
為

を
し
た
者
又
は
第
三
十
五
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
」
と
、
第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
第
十
七
条
第
一
項

た
だ
し
書
又
は
第
十
九
条
第
三
項
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
五
条
の
四
第
三
項
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
第

十
七
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
五
条
の
五
第
一
項
」
と
、「
し
た
と
き
」
と
あ
る
の
は
「
し
よ
う
と
す
る
と

き
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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